
(57)【要約】

【課題】　用済みの牛乳紙パックを、簡単且つ安全に切

り開くことで用済みの牛乳紙パックの回収率を高めるこ

とを可能とする。

【解決手段】　四角孔を備えた可動体に、用済みの牛乳

紙パックを挿入し、本体に取り付けたカッターにより、

牛乳紙パックの側面を手で掴み回転させることで牛乳紙

パックを簡単に且つ安全に切り開くことができる。また

、牛乳紙パックの側面を手で掴み回転させることは、わ

ずかな力でカッターの刃が牛乳紙パックの側面の切り口

に対しトルクモーメント効果により大きな力が加わり、

牛乳紙パックの切り開きが容易にできる。

【選択図】図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 心 部 に 底 部 が 四 角 形 の 牛 乳 紙 パ ッ ク を 挿 入 可 能 な 四 角 孔 を 備 え 、 下 部 に 前 記
四 角 孔 の 対 角 寸 法 よ り 大 き な 係 合 用 の 凸 状 環 体 を 備 え た 可 動 体 と 、 前 記 可 動 体 の
係 合 用 の 凸 状 環 体 と 係 合 可 能 な 凸 状 環 体 の 係 止 突 起 を 上 部 に 設 け 、 前 記 四 角 孔 の
対 角 寸 法 と 略 同 じ 寸 法 に 円 形 溝 加 工 さ れ 、 前 記 溝 加 工 部 の 壁 面 の 一 箇 所 に カ ッ タ ー
の 刃 を 備 え た 本 体 か ら な り 、 前 記 可 動 体 の 四 角 の 孔 よ り 前 記 牛 乳 紙 パ ッ ク を 底 部 か
ら 挿 入 し 、 前 記 可 動 体 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 牛 乳 紙 パ ッ ク の 底 部 を 切 り 開 く こ
と を 特 徴 と す る 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 可 動 体 と 本 体 は 、 樹 脂 成 型 品 ま た は 加 工 木 材 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ の 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 本 体 の 下 部 に 保 護 用 プ レ ー ト と 、 前 記 保 護 用 プ レ ー ト に 保 護 さ れ る よ う に 一 箇
所 に カ ッ タ ー の 刃 を 備 え 、 前 記 牛 乳 紙 パ ッ ク の 側 面 を 切 り 開 く こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
の 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 用 済 み の 牛 乳 紙 パ ッ ク を 底 部 お よ び 側 面 を 切 り 開 く こ と に よ り 、 嵩 張 る
こ と な く 、 ま た 簡 単 に 積 み 重 ね 梱 包 で き る こ と か ら 廃 棄 物 の 回 収 率 を 高 め 、 リ サ イ ク ル
を 促 進 す る 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 牛 乳 紙 パ ッ ク は 、 １ リ ッ ト ル 容 器 は 主 流 で あ る が 、 大 き さ は 幅 ７ ｃ ｍ × ７ ｃ ｍ ・ 高 さ ２
１ ． ５ ｃ ｍ が 一 般 的 で あ る 。 用 済 み の 牛 乳 紙 パ ッ ク は 、 消 費 者 が ハ サ ミ ま た は カ ッ タ ー で
切 り 開 き 複 数 枚 重 ね て 、 レ ジ 袋 に 詰 め ス ー パ ー 等 の 販 売 先 に 持 参 し 回 収 さ れ て い る 。 し
か し 、 回 収 率 は 全 国 牛 乳 容 器 環 境 協 議 会 の デ ー タ で は ２ ０ ０ ６ 年 度 ３ ６ ． ２ ％ と 低 く 、
紙 は 木 材 を 原 料 に し て い る こ と か ら 大 量 の 自 然 界 の 木 が 伐 採 さ れ て い る 。 こ の こ と は
地 球 環 境 に 及 ぼ す 影 響 は 計 り し れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 回 収 が 進 ま な い 大 き な 要 因 は 、 牛 乳 紙 パ ッ ク は １ リ ッ ト ル の 容 積 の 周 囲 が 紙 で で き て お
り 紙 パ ッ ク の 原 型 を 留 め た ま ま で は 嵩 張 り 、 切 り 開 い た も の で な い と 販 売 店 が 回 収 に 応 じ
な い 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 回 収 を 促 進 す る た め に 、 消 費 者 は 用 済 み の 牛 乳 紙 パ ッ ク を ハ サ ミ ま た は カ ッ タ ー で
切 り 開 き 複 数 枚 重 ね て 、 レ ジ 袋 に 詰 め 販 売 先 に 持 参 し て い る が 、 煩 雑 な 作 業 を 嫌 う 消
費 者 も 多 く 、 こ の こ と が 回 収 率 の 低 い 原 因 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 改 善 策 と し て 、 カ ッ タ ー の 刃 を 取 り 付 け た 治 具 に 固 定 し 、 治 具 を 手 で 持 ち 市 販 の
カ ッ タ ー ナ イ フ と 同 様 な 方 法 で 牛 乳 パ ッ ク な ど の 紙 容 器 を 切 り 開 く 方 法 が あ る 。 し か し 、
こ の 方 法 で は カ ッ タ ー の 刃 が 露 出 し て お り 、 特 に 幼 児 が 触 っ て 怪 我 を す る 恐 れ が あ り
危 険 で あ る 。 ま た 、 直 接 治 具 を 持 ち カ ッ タ ー の 刃 で 引 き 削 く 様 に 切 断 せ ね ば な ら ず 、
安 全 且 つ 簡 単 に 切 断 で き る 治 具 と は い え な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ １ １ ７ ５ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 用 済 み の 牛 乳 紙 パ ッ ク を 、 簡 単 且 つ 安 全 に 切 り 開 く 方
法 が な く 、 こ の こ と が 用 済 み の 牛 乳 紙 パ ッ ク の 回 収 率 が 低 い 原 因 と な っ て い る 点 で あ
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る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 四 角 孔 を 備 え た 可 動 体 に 、 用 済 み の 牛 乳 紙 パ ッ ク を 挿 入 し 、 本 体 に 取 り
付 け た カ ッ タ ー が 、 牛 乳 紙 パ ッ ク の 側 面 を 手 で 掴 み 回 転 さ せ る こ と で 牛 乳 紙 パ ッ ク を
切 り 開 く こ と か ら 、 簡 単 に 且 つ 安 全 に 牛 乳 紙 パ ッ ク を 切 り 開 く こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と
す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き カ ッ タ ー は 、 ７ ｃ ｍ 角 の 牛 乳 パ ッ ク の 外 側 を 掴 み 回 転
さ せ て カ ッ タ ー の 刃 で 牛 乳 紙 パ ッ ク の 紙 を 切 り 開 く 構 造 と な っ て お り 、 カ ッ タ ー の 刃 で
紙 を き る と き に ト ル ク モ ー メ ン ト 効 果 に よ り 大 き な 加 重 で 紙 が 切 り 開 か れ る の み で な く 、
回 転 運 動 に よ り 紙 を 切 り 開 く こ と が で き 、 ま た カ ッ タ ー の 刃 は 露 出 し て い な い こ と で 安
全 に 且 つ 軽 い 回 転 で 使 用 で き る 利 点 が あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 四 角 孔 を 備 え た 可 動 体 に 、 用 済 み の 牛 乳 紙 パ ッ ク を 挿 入 し 、 本 体 に 取 り 付 け た カ ッ
タ ー が 、 牛 乳 紙 パ ッ ク の 側 面 を 手 で 掴 み 回 転 さ せ る こ と で 牛 乳 紙 パ ッ ク を 簡 単 に 切 り
開 く こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 考 案 の １ 実 施 例 の 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 １ の 外 観 図 で あ っ て 、 回 転
体 ２ と 本 体 ３ と カ ッ タ ー ４ か ら 構 成 さ れ て い る 。 本 体 ３ に は 折 り 畳 ん だ 牛 乳 紙 パ ッ ク ５ を
挟 み 込 む に 充 分 な 空 隙 を 有 す る 舌 片 ６ を 備 え て い る 。 舌 片 ６ の 空 隙 の 中 央 に カ ッ タ ー
４ の 刃 の 一 部 が 貫 設 さ れ て い る 。 回 転 体 ２ の 中 心 部 に は 四 角 孔 ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 本 体 ３ の 外 観 図 で あ っ て 、 上 部 に 凸 状 環 体 の 係 止 突 起 ８ が も う け ら れ て い
る 。 回 転 体 ２ と 本 体 ３ は 、 図 に は 示 し て い な い が 、 回 転 体 ２ の 下 部 に 設 け た 係 合 用 の
凸 状 環 体 と 勘 合 し 、 回 転 体 は 本 体 に 対 し 回 転 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ は 、 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 １ に 牛 乳 紙 パ ッ ク ５ を 挿 入 し た 状 態 を 示 す 。 牛 乳
乳 紙 パ ッ ク ５ の 外 側 を 手 で 図 ３ に 示 す 矢 印 Ａ 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 牛 乳 乳 紙
パ ッ ク ５ の 底 部 を カ ッ タ ー ４ の 刃 先 で 簡 単 に 切 り 開 く こ と が で き る 。 ま た 、 牛 乳 紙 パ ッ ク
５ の 外 側 を 回 転 さ せ る こ と か ら 、 カ ッ タ ー ４ の 刃 に 最 大 モ ー メ ン ト を 利 用 し た 加 重 を 牛
乳 紙 パ ッ ク の 切 断 部 に 集 中 さ せ る こ と を 大 き な 特 徴 と す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ４ は 、 牛 乳 紙 パ ッ ク ５ の 底 部 を 切 り 開 い た 後 、 牛 乳 紙 パ ッ ク ５ の 側 面 の １ 箇 所 を 切
り 開 く 状 態 を 示 す 。 本 体 ２ の 舌 片 ６ の 空 隙 部 に 折 り 畳 ま れ た 牛 乳 紙 パ ッ ク ５ の 切 り 開 ら か
れ た 底 部 よ り 引 き 抜 く よ う に 、 ま た は 押 し 込 む よ う に カ ッ タ ー ４ の 刃 先 に て 切 断 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ ま で 煩 雑 な 作 業 を 要 し た 牛 乳 紙 パ ッ ク の 切 り 開 き 作 業 が 、 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開
き 治 具 １ を 用 い る こ と に よ り 、 用 済 み の 牛 乳 紙 パ ッ ク を 底 部 お よ び 側 面 か ら 簡 単 に 切
り 開 く こ と が で き る よ う に な っ た 。 牛 乳 紙 パ ッ ク の 切 り 開 き が さ れ な い こ と か ら そ の ま ま
廃 棄 さ れ て い た 牛 乳 紙 パ ッ ク の リ サ イ ク ル の 促 進 と 回 収 率 の 向 上 に 効 果 的 に 寄 与 で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 の 外 観 図 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 の 本 体 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 に よ る 切 り 開 き 方 法 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 に よ る 側 面 の 切 り 開 き 方 法 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ 　 　 牛 乳 紙 パ ッ ク 切 り 開 き 治 具 の 外 観 図
　 ２ 　 　 回 転 体
　 ３ 　 　 本 体
　 ４ 　 　 カ ッ タ ー
　 ５ 　 　 牛 乳 紙 パ ッ ク
　 ６ 　 　 舌 片
　 ７ 　 　 四 角 孔
　 ８ 　 　 係 止 突 起
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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